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今回のテー
マ

逃げ方をかえる 避難のポイントを
教えてくれるよ

かえるくん
急いで逃げ方を
考えなくちゃ…

台風は待って
くれないし…

うわあああー! ! !

マイタイムライン
を作ってみよう

新しい避難様式
ーその行動が誰かの助けにー

災害は、地域の支え合いや協力なしには
乗り越えられません。その形はさまざま
ですが、今回は避難の方法を変えること
で、お互いを感染リスクから守る方法に
ついて考えてみましょう。

私たちの住む階は、洪水が起きても
浸水する心配がないから、むやみに外に
出ないで家で過ごす準備をしています。

自宅に留まれるかどうか
はハザードマップで
確認したよ

停電した時に備えて、
生活に必要なものを普段から
多めに用意をしているよ

避難警報が…

自分は足が
不自由だから、
早めに行動して
いるのさ

●水（1人1日3リットル）
●食料  ●カセットコンロ
●携帯トイレ
●懐中電灯　など

住んでいる場所の浸水深
を必ず確認しておこう

インターネットで
確認するときは

「ガイドマップかわさき」

▲

ハザードマップ
自然災害が発生
した場合に、被害
が想定される
エリアや避難
する場所などを
示した地図

住み慣れた自宅が私の避難所

Case

1

避難とは「難」を「避」けること

身の安全が確保できるときは

慌てて避難をする必要はないよ

！
避難のヒント

持っていくものを
早めに用意しよう

運動靴、リュック、杖

お隣さんに声掛け

避難の時は
動きやすい服に
着替えよう

避難に時間が
かかる方は
早めに行動
しよう

警戒レベル3…

！
避難のヒント

必要な時は、迷わず避難所へ
私たちの住んでいる場所は、浸水
する可能性があるから、日頃から
避難ルートを確認しているんだ。
お隣さんにも声をかけて避難するよ。

色にも
注目！

3
Case

市が発表する避難に関する情報
警　戒
レベル5 ➡命を守るための最善の行動を

災害発生情報

警　戒
レベル4 ➡危険な場所から速やかに避難

避難勧告／避難指示（緊急）

警　戒
レベル3 避難準備・高齢者等避難開始

①持ち出し品の用意 ②余裕をもって早めの行動

ミルク
哺乳瓶おもちゃ

家族に合わせた
備えをしよう

台風の前日に
避難するね

特に
気をつけて
いるのが
２つ

私たちの住む家は、浸水する可能性がある
から避難が必要なんだ。小さい子どもと
一緒に安全な地域に住む姉家族の家に
避難する予定だよ。

姉家族の家

できる限り、過ごしやすい場所へ

前もって安全が確保できる場所を
見つけられるといいね

家族の状況に合わせた
準備や避難先を考えておこう

！
避難のヒント

2
Case

今こそ、やらなきゃ！

長くその土地に住んでいる方にお話を聞く
と、暮らしていたからこそ経験した、その
地域の特徴が分かるかもしれないよ。

歩いて
地域を
確認しよう

コラム 周囲より低い土地や水が溜まりやすい場所といっ
た、ハザードマップだけでは分からない災害の危険
が潜んでいることがあります。地域を歩いたり、昔
の地図と見比べて水辺だった場所を確認したりし
て、実際の地形や歴史から自分にとって一番身近な
災害リスクを確認することも大切です。

大雨や台風などの風水害に
備えて、一人ひとりの家族
や生活の状況に合わせた、
「自分の逃げ方」を考えて
おくもの。「いつ」「誰が」「何
をするのか」を事前にまと
めておくことで、いざとい
う時、慌てずに行動する手
助けとなります。

それぞれのおかれた状況に合わせ
て自宅に留まったり、親戚・知人宅、
ホテルなどに避難する人が増える
と、災害時にも密を避けることに繋
がるね。こうした考えを「分散避難」
と呼ぶんだ。

みんなも、どこに避難するか
今すぐ考えよう！

マイタイムラインって？
？

マイタイムラインで

逃げ遅れ
ゼロへ!!

●受付
・検温や消毒液の設置
・指差しでの健康チェックや注意事項の掲示（プライバシーへの配慮や会話を最小限に抑えるため）

●避難スペース
健常者や要配慮者（高齢者や障害者など）、体調不良者等の健康状態に合わせた専用スペース
に振り分け、動線（通路やトイレ等）に配慮

●感染リスクを軽減させるための備蓄物資
マスクや消毒液、発熱がある方等のスペースで使用するテントや、そこで対応する者が適切な
感染防止対策を行うための備品（ニトリル手袋、フェイスシールド等）など

東日本大震災や熊本地震など、過去の災害でもノロウイルス
などあらゆる感染症の課題はありました。大切なことは感染
症を正しく恐れてそれぞれの立場で出来る対策を行うことで
す。避難される場合も、日頃と同じように、マスクの着用や
こまめな手指の消毒などを行いましょう。

川崎市の避難所コロナ対策
川崎市では、「正しく恐れる」ことを重点に、感染リスクを軽減
させるために最大限の配慮で対応する準備を進めています。災害
から命を守るために必要な場合は躊躇せずに避難をしましょう。

P3P2

マイタイムラインは、
「号外！備える。かわさき第3号」
で紹介しています。 今すぐチェック




